









































































































宇都宮大学 27名 足利工業大学 1名 宮崎大学 1名
白鴎大学 14名 立教大学 1名 大学不明 1名
国際医療福祉大学 1名 岩手県立大学盛岡短期大学 2名 社会人 1名




































































































































































0％ 20％ 40％ 60％
講師
初日全体講義
講義
2日目全体講義
分科会
全体発表
総括
交流会
実行委員の対応
←
8％　　100％
園5：大変満足
鰯4：満足
羅3：普通
羅2：不満足
難1：大変不満足
一1不参加・未回答
一383一
眞　貝　沙　羅
参加者の声
学生1
11earned　many　things　from　this　program　and　l　met　many　peop『e
that　everyone　is　shining．（略）I　did　not　know　how　Engiish　is　useful
for　us、I　realized　that　English　was　the　real　globaI　Ianguage．English
can　make　us　link　together，make　us　friend，it　has　big　power　and　give
US　COU「age・
学生2
1met　many　new　peopIe　and　that　was　good　stimuiation　for　me．i
got　new　friends．We　taIked　about　many　things．I　could　hear　other
people’s　opinions　and　those　opinions　benefited　me．This　seminar
was　good　for　me！This　gave　many　things　to　me．I　would　like　to
participate　the　nextseminan
学生3
1t　was　on［y　three　days　to　Iearn，but　it　was　so　many　things　what　we
could　iearn．Lecturers　taught　us　many　things　like　vocabularies，
cultures，and　communication　skiIis、What　is　more　was　that　I　could
meet　some　new　friends！They　also　telI　me　some　great　things．I
could　realize　it’s　hard　to　share　each　ideas，but　it　is　important．We
tried　to　discuss　about　our　theme，and　tried　to　soIve　theme．That
istheprocesstoieamingskiIls」nthisthreedays，Ilearnedthat
importance　ofdeai　withfriends　notonlystudying　English．
ファシリテーターとして参加した学生
　ファシリテーターと参加すると、やはり意識も変わり集中して活動
できたので、得る物の多いセミナーでした。実際ちゃんと仕事をこな
せたかというと、まったく自信はありませんが楽しかったです！意識
の高い学生と活動できて良かったです。
　また、この他にも当初運営側が予測していなかった前向きな成果もあっ
た。例えば、今回留学生韓国や中国の留学生の参加があった。普段使って
いるハンディのある日本語ではなく、日本人学生も苦労する英語でコミュ
ニケーションするということでお互いに対等の立場で話し合うことが出来
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地域の大学連携による学生の国際キャリア開発プログラム「国際実務英語1」の取り組み
たようである。ディスカッション形式の授業を通して、「日本人学生とこ
こまで話せたのは初めて」という声も出たように、留学生と日本人学生の
交流が促進されたという副次的効果があった。また、多くの留学生が分科
会をリードし積極的に発言している姿も印象的であった。
　分科会やディスカッションの多い全体講義や、寝食をともにしたことで
参加者の間には大学間を越えたネットワークが形成され、参加者の問では
合宿セミナー後も個人的な付き合いや情報交換が続いたようである。同内
容の日本語の合宿セミナーにも参加した学生も多く、接点が増える中で参
加者の中からOB会が発足され、現在ソーシャル・ネットワークのmixi
などを中心に学生の輪が広がり当プログラムの運営に関わるなど自主性の
育成に繋がっている。その後、運営側としても合宿セミナーを単発のイベ
ントで終わらせないようフォローアップのための各種セミナー（テーマは
ファシリテーションやコミュニケーション能力向上など）を用意し、次回
からの合宿セミナーの内容に反映させるべく学生とのブレーンストーミン
グやヒアリングを続け、学生と運営側の教職員の間に少しずつ強固なネッ
トワークが築かれている。また、合宿セミナー後、平成22年11月にはミ
ニ合宿ということで主に合宿セミナー参加者に声をかけリーダー育成のた
めのミニ合宿を1泊2日で実施した。今後、OB会メンバー、ミニ合宿参
加者が中心となり運営側にも主体的に関わってくれることが目標となる。
　また、「国際実務英語1」の実施にあたって特筆すべきことは授業の運
営を8名の学生実行委員中心に実施されてきた点である。合宿セミナー実
施に向けて夏季休暇中や昼休みを利用して、5回程の集まりが持たれ学生
の視点での二一ズやアイディアが出され、合宿セミナーのプログラムや運
営体制を支えてきた。それまで、合宿セミナーでは多くの事務職員、教員
を動員し学生は参加者としてのみの役割を担っていた。今回は初めて学生
を運営側に巻き込むことで、実行委員個々の企画運営能力、組織力向上に
も繋がったと言える。
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6．今後の課題
　国際実務英語1は、初めての試みとしてユニークな授業方法や外からの
講師を取り入れ学生からも高い評価を受けるに至った。しかし、今後は参
加者から運営側に参加し始めている学生達の意欲が一過性で終わるのでは
なく、組織として定着する仕組みづくりが必要となってくる。ミニ合宿を
実施した時点で、まだ「学生一サービスを受ける側」、「教職員一サービス
を提供する側」という構図は根強いと感じている。学生からどんどんアイ
ディアを出して運営主体になって欲しいということは折に触れて伝えてい
るつもりではあるが、様々な大学から参加しているため一同に集まること
の難しさや、他の授業、サークル活動、就職活動という忙しい大学生活の
中で継続的に関わってもらうためには魅力あるプログラムを提供し続ける
だけではなく、運営が機能していくような最初の滑り出しとなる「しか
け」が必要となる。各種セミナーや広報企画を実施しながら、このしかけ
については試行錯誤の最中である。
　また、今回国際実務英語1には14名本学から参加しているがまだまだ
学内では知名度が低い。全てが英語で行われる授業ということで敷居が高
いということはあるかもしれないがそれ以上に、学内でまだ知られていな
い。今後新入生向けのオリエンテーションの際や、その他での合宿セミ
ナーなどの機会により広報を強化し、まだ開拓していない学生の二一ズに
応えるべく授業の内容自体もバージョンアップしていく必要がある。特
に、大学の用意する海外研修から帰国した学生などは帰国しても英語に触
れたいという高い動機を持っているはずであり、そのような二一ズにも応
えるべくさらにプログラムを展開して行く必要陸がある。来年度は同じ9
月に第二回となる国際実務英語1が実施されるだけでなく、その上級編で
ある国際実務英語IIも初めて実施される。今回の反省や課題を活かしてよ
り、知名度が高く充実したプログラム実施を目指したい。
　　　　　　　　　　　　　　（本学教育学部教育科学研究所特任講師）
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